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令
和
３
年
第
２
回
臨
時
会
は
４

月
28
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
、
閉
会
い
た
し

ま
し
た
。

承
認

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
16
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
に
２
５
，
９
４
８
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
４
，

０
３
９
，
９
９
０
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
か
ら
１
３
，
４
４
９

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
２

９
７
，
５
６
３
千
円
と
す
る
補
正

予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
に
１
３
６
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
３
８
，
１
２
１
千

円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
に
３
１
９
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
４
４
８
，
５

６
９
千
円
と
す
る
補
正
予
算

原
案
可
決

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

・
規
定
予
算
に
５
，
６
９
５
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
，
７

１
６
，
６
９
５
千
円
と
す
る
補
正

予
算

○
桜
岡
団
地
公
営
住
宅
Ｇ
棟
建

設
・
駐
車
場
整
備
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
除
雪

ド
ー
ザ
）

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
小
型

ロ
ー
タ
リ
）

【
５
月
】

17
日
…
北
竜
町
開
拓
記
念
式
並
び

に
北
竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
式

24
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

【
６
月
】

８
日
…
町
内
行
政
視
察

９
日
…
議
会
運
営
委
員
会
、
総
務

産
業
常
任
委
員
会

18
～
19
日
…
令
和
３
年
第
２
回
北

竜
町
議
会
定
例
会

25
日
…
議
会
と
町
内
会
長
連
絡
協

議
会
と
の
懇
談
会

下
旬
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

第２回定例会は

６月１７日～１８日迄の予定です。

傍聴する際は、マスク等の着用をお願い致します。

■議会を傍聴しませんか
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
休
止
し
て
い
た
「
ひ

ま
わ
り
の
里
」
が
、
７
月
24

日
（
土
）
に
よ
う
や
く
オ
ー
プ

ン
を
迎
え
ま
す
。
現
状
況
で
は

こ
れ
ま
で
の
様
な
海
外
か
ら

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
道
外
の

都
市
部
か
ら
の
観
光
客
は
過

分
に
は
望
め
ま
せ
ん
が
、
１
年

間
、
作
付
け
土
壌
の
最
適
化
を

図
っ
て
き
た
効
果
で
、
近
年
に

な
い
景
観
と
な
る
事
と
期
待

が
膨
ら
み
ま
す
。

　

未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
間
に

合
わ
ず
、
当
初
、
国
は
７
月
ま

で
に
は
全
国
民
に
接
種
可
能

と
し
て
い
た
も
の
が
年
内
で

の
完
遂
は
非
常
に
難
し
い
状

況
と
な
っ
て
お
り
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
さ
え
危
ぶ

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
様
な
中

で
の
観
光
と
し
て
里
の
開
園

に
は
是
非
が
問
わ
れ
る
事
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
役
場
産
業

課
を
始
め
観
光
協
会
や
売
店

組
合
の
人
達
は
最
善
の
対
策

が
と
れ
る
よ
う
、
ひ
ま
わ
り
の

里
オ
ー
プ
ン
に
向
け
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
対
応

を
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
昨
年
、
車
で
近
く

を
通
る
た
び
見
え
る
、
色
の
な

い
里
の
風
景
に
、
溜
息
に
も
似

た
違
和
感
が
あ
っ
た
事
を
覚

え
て
い
ま
す
し
、
例
年
で
あ
れ

ば
学
校
の
夏
休
み
中
、
プ
ー
ル

や
部
活
の
帰
り
な
ど
で
出
店

ブ
ー
ス
に
立
ち
寄
り
目
当
て

の
物
を
口
に
し
て
い
た
子
供

達
や
、
孫
と
一
緒
に
連
日
の
よ

う
に
里
を
訪
れ
て
い
た
、
爺
ち

ゃ
ん
達
の
ほ
こ
ろ
ん
だ
顔
や

楽
し
そ
う
な
光
景
が
再
び
戻

っ
て
き
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

観
光
産
業
と
し
て
今
ま
で

の
様
な
賑
わ
い
は
今
後
期
待

で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
あ
の
黄
色
い
大
輪
の
花
が

町
民
の
心
の
寄
り
ど
こ
ろ
で

あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
継
続
の
為
に
日
々
努

力
頂
い
て
い
る
人
た
ち
に
は

感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
北
島
勝
美
）


